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55 田代克弥，西村真二，浜崎雄平，古賀正啓，市丸智浩，広瀬瑞夫：巨大冠動脈瘤でみつかった川崎

病男児例．第49回日本小児科学会佐賀地方会．2007，４，７．

56 田代克弥，西村真二，浜崎雄平，古賀正啓，市丸智浩，広瀬瑞夫：巨大冠動脈瘤でみつかった川崎

病男児例．第６回九州川崎病研究会．2007，5，26．

57 田代克弥，真鍋亮子，浜崎雄平，岩坂 剛，垣内俊彦，高柳俊光：抗 RSウィルス抗体の胎盤移行に

関する検討．第50回日本小児科学会佐賀地方会・第172回日本小児科学会長崎地方会合同地方会．

2007，８，５．

58 田代克弥，真鍋亮子，浜崎雄平，岩坂 剛，垣内俊彦，高柳俊光：母体抗 RSウィルス抗体の胎盤移

行に関する検討．第60回九州小児科学会．2007，11，18．



59 山口朋奈：周産期母子医療センターネットワークにおける全国集計結果ならびに当センターの医療

的水準と現状．第６回愛媛県周産期医療研究会．2007，２，３．

60 山口朋奈：当院における一絨毛膜二羊膜性双胎（MD-twin）のリスクに関する検討．第７回愛媛県

周産期医療研究会．2007，８，７．

61 梁井啓輔，北野 庸，川内恵美，垣内俊彦，市丸智浩，石井清久：著明な代謝性アルカローシスと

低K血症をきたした１例．第50回日本小児科学会佐賀地方会・第172回日本小児科学会長崎地方会．

2007，８，５．

62 横田吾郎，梶原眞人：PIH妊婦から出生した児の管理．第７回愛媛県周産期医療研究会．2007，

８，７．

その他の学会等

1 藤田一郎：思春期やせ症の早期発見と家族療法．平成18年度佐賀市学校保健会研修会．2007，２，

6．

2 藤田一郎：家族療法入門．第4回佐賀子どもの心懇話会．2007，12，18．

3 藤田一郎：私の子育てハッピーアドバイス．第39回九州保育団体合同研究集会実行委員会．2007，

12，23．

4 浜崎雄平：小児気管支喘息．第13回アレルギー週間記念講演会．2007，２，25．

5 浜崎雄平：小児気管支喘息の診断と治療―発症と増悪の機序を含めて．第１回徳島上気道・下気道

学術講演会．2007，１，18．

6 浜崎雄平：小児気管支喘息の治療．第15回九州アレルギー講習会．2007，２，24．

7 浜崎雄平：One airway one disease―小児喘息とアレルギー性鼻炎．第12回東京城南喘息・アレル

ギー研究会．2007，３，22．

8 浜崎雄平：小児気管支喘息の発症と増悪―遺伝要因と感染の関わり―．神戸市小児科医会学術講演

会．2007，3，24．

9 浜崎雄平：小児気管支喘息の診断と治療．第301回大分市小児科医会講演会．2007，５，23．

10 浜崎雄平：小児気管支喘息の診断と治療の進歩．大島医師会学術講演会．2007，６，23．

11 浜崎雄平：上下気道感染と小児気管支喘息の発症と増悪．第27回秋田小児アレルギー研究会．2007，

７，７．

12 浜崎雄平：小児疾患への対応と予防；食物アレルギーとアトピー性皮膚炎．家庭教育相談員の研修

講座．2007，８，23．

13 浜崎雄平：小児喘息の発症・増悪について．第474回宗像臨床アーベント．2007，９，21．

14 浜崎雄平：乳幼児喘息におけるロイコトリエンの役割．筑後地区ロイコトリエン講演会．2007，10，

４．

15 浜崎雄平：乳幼児喘息におけるロイコトリエンの役割．第36回福山小児科医会学術講演会．2007，

10，18．

16 浜崎雄平：気道感染・気道炎症と気管支喘息．第25回北九州アレルギー懇話会．2007，10，25．

17 浜崎雄平：乳幼児喘息におけるロイコトリエンの役割．長崎小児喘息講演会．2007，11，13．

18 浜崎雄平：小児気管支喘息の発症と増悪―最近の知見．愛媛乳幼児喘息学術講演会．2007，11，23．

19 人見知洋：RSウイルス感染症の臨床．国立病院機構佐賀病院ケースカンファランス．2007，２，

26．



20 石井清久：軽度発達障害の見分け方．佐賀言語発達遅滞勉強会．2007，１，20．

21 松尾宗明：症例に学ぶ，プライマリーケアで遭遇する小児神経疾患．第174回小児プライマリーケア

カンファランス．2007，２，27．

22 松尾宗明：自閉症の療育―対人関係発達指導法を中心に―．第３回佐賀子供の心懇話会．2007，７，

17．

23 松尾宗明：ADHDへの理解と対応．夏期発達障害セミナー．2007，８，17．

24 松尾宗明：発達障害児の診断と医療からのアプローチ．特別支援教育スキルアップ講座．2007，10，

16．

25 室英理子：児童の病気．平成18年度保育サポーター養成研修．2007，２，20．

26 西奈津子，室英理子，宮崎倫子，辻 功介，在津正文，山本修一，浜崎雄平：佐賀県における乳幼

児アトピー性皮膚炎の痒みについての調査．第15回佐賀県アレルギー講習会．2007，２，８．

27 西奈津子：小児のかかりやすい疾患とその対策（麻疹について）．子育て支援セミナー 小城芦刈保

健福祉センター．2007，９，５．

28 佐藤忠司：小児診療のコツ．武雄杵島地区医師会講演会．2007，３，29．

29 杉山大輔，林 良，柴田大介，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：高度活性化物質探索

を目的としたプライミング好中球の調製．平成19年度有明海総合研究プロジェクト成果報告．2007，

５，12．

30 杉山大輔，長田聰史，藤田一郎，浜崎雄平，兒玉浩明：合成ペプチドMMK-1アナログの合成と生

物活性．第44回ペプチド討論会．2007，11，９．

31 D Sugiyama, R Hayashi, S Osada, Y Hamasaki, I Fujita, H Kodama: Effects of subtype
 

selective agonists for primed neutrophils by FPR transmembrane peptides.第４回武田科学振興

財団薬科学シンポジウム．2007，12，３．

32 渡辺まみ江：成人先天性心疾患と妊娠・出産―安全なお産のために―．心臓病のこどもを守る会（福

岡支部）．2007，６，10．

33 山口秀人：日本外来小児科学会電子カルテANNYYSと診療支援ツール RS-Base．第６回 RS-Base

研究会．2007，10，６．

34 山本修一，片山さつき，稲田由紀子，浜崎雄平：ステロイドパルス療法が有効であったインフルエ

ンザ肺炎の一例．第１回アレルギー・感染症・呼吸器カンファレンス（AIR-C）．2007，７，19．

35 山本修一，市丸智浩，浜崎雄平：皮膚ケラチノサイトのケモカイン産生におけるロイコトリエンの

関与についての研究（中間報告）．厚労省班会議「アトピー性皮膚炎の症状の制御および治療法の普

及に関する研究」．2007，11，16．



研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 浜崎 雄平 平成19年度厚生労働科学研

究費

アトピー性皮膚炎の症状の制御および

治療法の普及に関する研究

2,700

教 授 浜崎 雄平 平成19年度科学研究補助金 基盤研究 乳幼児喘鳴の発症機序におけるロイコ

トリエンの役割：幼若動物を用いた研

究

1,500

助 教 山本 修一 平成19年度科学研究補助金 基盤研究 小児気管支喘息発症および発作増悪に，

気道ウイルス感染症はどのように関与

するか

1,000

助 教 在津 正文 平成19年度科学研究補助金 基盤研究 乳児喘息発症におけるロイコトリエン

と自然免疫とのクロストーク，発症予

防への応用

800

助 教 在津 正文 平成19年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

【臨床分野】

感染による乳児喘息発症のメカニズ

ム：乳児の喘息と病原微生物に対する

免疫反応不良との関連の検討

700

助 教 西村 真二 平成19年度科学研究補助金 基盤研究 川崎病病態形成におけるトールライク

レセプターを介するシグナル伝達の解

析

1,000




